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助成活動名 何らかの困難を抱える若年女性を支援をするための調査とネットワークづくり 

助成額     290,000 円 

活動内容 

目的 

 
まだ、課題が明らかになっていない状況なので、参加費を集めての継続したフ 
ィールドワークは企画しにくい。 
若年女性の貧困、居場所の無さなどが大きな課題になっているが、全国的にも 
この層への支援は手薄い。岡山でも各種団体が取り組み、相談先もあるものの 
若年女性からのリーチは少ないと思われる。夜の街の若年女性の現実をフィー 
ルドワークで知りながら、岡山でのネットワークを作っていく必要がある。 
 

内容 

 
●夜の街の若年女性の状況把握のフィールドワーク２回。 
（講師：白井千晶先生 静岡大学） 
① 10/31(金)11 人 

 事前学習 10/17(金)オンライン、振り返り 11/3(月)ハイブリッド 
② 1/18(日) 10 人 ※半数が他団体 
 
●毎月 情報交換（6・2・3 月は中止） 
8/5(火)21:00 オンライン学習 風俗で働く女性への支援 
（講師：鈴木愛子さん 弁護士） 
 
●「女性支援情報おかやま」LINE オープンチャットを開
設。（支援者の情報共有の場） 
 
●こども家庭庁「教育・保育等を提供する事業者による児童対象性暴力の防止
等の取組を横断的に促進するための指針【略称：横断指針】」を印刷して、「若
年女性支援の相談先、性暴力被害者の相談先などを掲載したチラシ」とともに
女性支援団体（行政、民間）や子ども支援、ユース支援の団体（学童保育、
NPO）などに配布。 
 

 



 

当初の
計画か
らの変
更点 

 
若年女性が直接相談できる SNS サイトを作りたいと考えていたが、自団体の

力量では相談は難しく、また、フィールドワークや学習会を通じて当事者にアプ
ローチすることの難しさを痛感した。また、有料利用では、今後、助成金がない
状態では継続できないと考え、「無料の LINE オープンチャット」による「支援者
の情報共有」からスタートすることにした。形が定まらず、3 月 8 日の世界女性
デーからの開設とした。 
 白井先生の来岡が他団体の企画に合わせることができたので、交通費が不要に
なったり、情報共有を無料 SNS の活用にしたりしたことによる経費の圧縮に成
功した。 
また、岡山の若年女性支援の情報の少なさ、広報のしにくさ、ネットワークの

作りにくい現実が存在するとともに、「若年女性」の手前の小中学生育成や、その
後の「成人女性支援」という縦のつながりを積極的に作っていくことの必要性を
感じた。このことから、2026 年 12 月に施行される「子ども性暴力防止法」のベ
ースになっているこども家庭庁の「横断指針」を印刷配布し、若年女性への支援
の重要性をアピールし、つながりを作ることにした。 
 

成果 

 
フィールドワークの実施と事前事後の学習では、この課題の見えにくさやア

プルーチの仕方の難しさを改めて確認した。ネットワーク造りが難しいと感じ
ていたが、2 回目のフィールドワークは、別団体の「性暴力防止条例制定の学習
会」の終了後に実施したので、岡山で若年女性の支援活動する他の団体や助産
師や医師の参加も得て、ネットワークづくりへの大きな足がかりとなった。 
他団体等の方にはオープンチャットに参加していただき、緩くつながってい
る。数少ない「女性支援」「若年女性支援」「子ども支援」に関する情報を参加
者が主体的に安心して投稿できる場が作れたと思う。（広報の仕方が難しいの
で、試行錯誤中） 
 
 何か、ネットワークを作ったり、この課題をアピールしたりするためのよい
手はないかと考えた結果の「横断指針」の印刷配布は、思った以上の反響があ
った。 
若年女性の課題は社会の大きな課題であるにもかかわらず、手が付けられな
い。逆に利用している層の大きさを思うと、子ども、子育てのところから対策
を始めなければならない。さらに言えば、妊娠出産にも大きく関わることで、
「子どもへの性暴力防止」にもつながるなど、支援の幅を広げていくことが重
要かつ効果的であることがわかった。 
女性相談所やユースセンターの方からの「横断指針」が欲しいとの希望が多か
った。また、学童保育関係者からは、今支援している子どもの少し先にこの現
実があることを知っておくことや、小さいうちから支援者とつながっておくこ
との重要性を知れたとの声が寄せられた。 
 

今後の課題と対
応策 

  
夜回りとオープンチャットグループの設立により、若年女性を支える岡山での横のつな

がりの一助となれる可能性が生まれた。「横断指針」の配布により、世代のつながり（縦の
つながり）にも着手できた。2026 年 12 月の「子ども性暴力防止法防止法」の施行に向け
てさらに学習や啓発を続ける。 

 
10 月に岡山で開催される「全国女性シェルターネットシンポジウム」に実行委員として

関わることとなったため、「若年女性への支援」のテーマについて議論できるよう活動した
り、他団体との連携が継続していくようにオープンチャットを運営したり、2027 年の世界
女性デーには何か企画したり、多岐にわたり貢献したい。 
学童保育での性教育（子ども、指導員、保護者）が、今回の取組をきっかけに大きく広

げられそうである。（オンライン講座やリアル研修） 
 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


